


 

 本研究班において行われている研究は小児腎疾患,小児心筋疾患,先天性心疾

患の長期管理,川崎病(MCLS),動脈硬化症の一次予防,難治性喘息,小児難治性肝

疾患,先天性四肢障害,筋拘縮に関するものである。 

 これらの研究班の中で疫学的調査が行われている班は小児心筋疾患,先天性

心疾患の術后例,川崎病,動脈硬化症の各グループである。 

 他の研究班,腎疾患,喘息,肝疾患研究班などでは実態調査は現に行われてい

るので,現在ではその成因,診断基準,治療基準などについての検討が行われて

いる。 


